
（別紙様式3-②） 

学校番号 ３０６ 

                                        ２４枚のうちの ２ 

 
「学校設定科目」届 （指導と評価の年間計画） 

 

教科 科目 開設学年 単位数 教材名等 

地理歴史 世界史Ｂ演習 ３ ２ 
詳説世界史Ｂ（山川） 

最新世界史図説タペストリー（帝国） 
 

到達目標 
世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本史と密接に関連

付けながら理解し、歴史的思考力及び入試に対応できる知識を養う。 

到達目標に向けて 

 の具体的な取組 

【指導上の留意点】 

・西洋史を基軸に、中国史・イスラム史・東南アジア史に焦点をあて、それぞれの地域

の文明の特色を、地理的・時間的な繋がりと関連性に留意して理解、考察を深める。 

・問題集や過去入試問題に取り組むことによってさらに理解を深める。 
 

 
月 単元・教材名 指導内容 評価方法 評価のポイント 

 
 

 

４月 

・第１次世界大戦が

もたらしたもの 

・バルカン半島の危機 

・第１次世界大戦の勃発 

・戦時外交と総力戦 

・ロシア革命と民族問題 

・ウィルソンとヴェルサイ

ユ体制 

・アメリカの繁栄と大戦後

の列強 

 

課題提出 

発問評価 

観察 

定期考査 

・第１次世界大戦の原因

と性格を理解することが

できたか。 

・ロシアでの史上初の社

会主義革命、国際秩序の

変化を通して、戦争と革

命が２０世紀の大変動の

起点となったことが理解

できたか。 

 

５月 

 

 

 

６月 

 

 

・民族自決を求めて 

 

 

・経済危機から第２

次世界大戦へ 

・インド・中東の民族自決 

・東アジア：民族運動 

 

・世界恐慌 

・ニューディールとブロッ

ク経済 

・経済不況から日中戦争へ 

・ファシズム諸国の侵略 

・第二次世界大戦 

 

課題提出 

発問評価 

観察 

定期考査 

・民族自決を求めたアジ

アのナショナリズムの動

きを理解できたか。 

・第２次世界大戦の原因

や総力戦としての性格、

それらが及ぼしたさまざ

まな影響を理解し平和の

意義や尊さを理解、考察

することができたか。 

７月 

 

 

 

 

８月 

 

 

 

・冷戦と第三勢力の

独立        

・戦後世界秩序の形成とア

ジア諸地域の独立 

・米ソ冷戦の激化と西欧・

日本の経済復興 

・第三世界の台頭と米ソの

歩み寄り 

・石油危機と世界経済の再

編 

 

課題提出 

発問評価 

観察 

定期考査 

・第二次世界大戦後の米

ソ両陣営の対立、アジ

ア・アフリカの民族運動

と植民地支配からの独

立、平和共存と多極化の

進展などを通して７０年

代までの世界の動向を理

解できたか。 

・７０年代以降ソ連の崩

壊と市場経済の世界化な

ど世界が大きく変容して

今日に至っていることが

理解できたか。 

９月 

 



10月 

 

11月 

 

12月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

・問題演習 

・模試の実施 

＊月１回で計５回を

予定 

 

  

問題演習の解説 

＊生徒は予め配布された

入試問題をやっておく。

授業は問題の解説と問

題として出題された時

代の説明や補足。重要項

目の確認 

 

 

 

課題提出 

発問評価 

観察 

定期考査 

 

 

・入試問題の解き方や学

習方法を理解し、世界

史のさらなる理解と得

点アップに結びつける

ことができたか。 

 

 


